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食事もいつもバタバタした中だったらしく、マ

ナーなども殆どないに等しかったことは長じてか 

らの食物の食べ方を見てもわかります。 

 

3. 学業成績 

 学業成績にも起伏がありました。帯広から札幌

一中に合格したのは良かったのですが、中学校低

学年の頃は授業について行けず、進級が危ぶまれ

たようです。それをなんとか乗り切り、その後は

中学五年まで行ったことで、帝国大学予科の時に

なるとかなり余裕があったと語っています。 

 

4. 兵役 

 徴兵検査では近眼だったため、乙一種合格だっ

たようで、急に召集は来ないと判断し、兵役志願

をしなかったのです。もし召集されれば、幹部に

はなれず一兵卒からだったのですが、結局「赤紙」

は来ませんでした。 

 

5. タバコ・酒 

 タバコは若い頃いたずら程度に吸ったことがあ

るようですが、私が見たのはけむたそうに吸って

いた一度だけです。 

 酒となりますと、若い頃ビヤホールの大樽を空

にしたという「伝説」もあったようですが、私が

知る限りでは酒は好きですがあまり強くはありま

せん。飲むとワ―と能弁になり寝てしまうことが

多かったです。 

 自宅での個人的な酒は、九才年上で兄貴のよう

な叔父髙倉定助と飲んで気炎をあげていました。 

私が家族と以外で父と飲んだのは、学生の頃ゼ

ミ合同コンパの時、学生多数で二次会にススキノ

まで行き、奢ってもらったことが一度あるだけで

す。 

 

6. 話述 

 それと関連した話術ですが、歴史学者だったこ

ともあり、個人的に聞く話は大変面白いのです。

しかし父の講演や講義を聞いた限り、弁が立つと

はとても言えず、学生の立場から見て授業は下手

だと思いました。 

 

7. 勝負事 

 競馬、パチンコはもとより、囲碁やマージャン

は全くやらず、一度私と将棋の相手になってくれ 

たことがありましたが、強いとは思えませんでし

た。 

 

8. 趣味・スポーツ 

ゴルフなどは全くやらず、運動会等で活躍した

という話は知りません。趣味でも一般的な際立っ

た趣味があったわけではありませんが、二つ思い

浮かびます。 

一つは植物採集で、中学五年の時にはそれを相

当やっており、進学したら植物学の方に行こうか

と思ったこともあったようです。 

もう一つは動物の立体切り絵です。これは相当

の腕前で、会合の余興になどでやっていました。

戦争で玩具がなかった時、私にせがまれてよく切

ってくれました切り絵は三十種類ぐらいになった

でしょうか。紙が欠乏していた時代、素材として

髙倉安次郎の事業倒産により無価値になった株券

を使っていました。 

 

9. 本と読書 

学生時代、私は同級生から「お前のおやじさん

は猥本なんか読むのか？」とよく聞かれたもので

す。 

 文献研究者ですから扱う書籍類も莫大で、書斎

の床がぬけたぐらいです。多くの時間文献と向き

合う暮しでして、趣味として読書をしている父を

意識したことはありません。大衆雑誌を見ると『

オール読物』ぐらいでした。したがって通俗的な

卑猥な本はなかったのですが、「性文化」などを描

き出した民俗学的な領域の相当きわどい本はあり

ました。 

 

10. 女性 

 父は「眼鏡美男」でしたので、持てたと思いま

すが「女性問題」は知る限り一切ありませんでし

た。しかし、郷土史研究で指導を受けに来る女性

は少なからずいて、巷に噂が立ち母が神経をとが

らせていたことは覚えています。 
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11. 経済観念と商才 

商家で育ったのですが、経済的には鷹揚でお金

に目端が利く方ではありませんでした。他方、父

の葬儀は一学者の葬式ではなく、「実業家」の葬式

だったのです。それは、父が今日の「CООPさっ

ぽろ」の創設者だったからです。 

そのきっかけは終戦後間もない頃、北海道大学

の学生部長を務めていましたが、その当時の島学

長から、「学生の福利厚生になるものが何一つない

ので、なんとかしてほしい」と言われて、学生生

協を立ちあげたことです。 

 後にそれが大きな発展を見、それを基礎として

今では全国有数の消費者生協となった「コープさ

っぽろ」を創設したのです。大きな金もうけには

ならないけれど、これは「商売」の一端であり、

先祖近江商人の商才を発揮したと言えないでしょ

うか。 

 

12. ボランティア 

 新一郎は父安次郎に似て気前がいい方であり、

ボランティア精神も旺盛でした。それが発揮され

たのが、新渡戸稲造によって興された「札幌遠友

夜学校」の場でした。そこで教員を務め、その名

誉ある終焉に貢献しています。 

 

13. 友人関係 

私が知る限りでも交友関係はきわめて広いので、

ほんの断片をお話するに止めます。 

①  帯広時代の友人は帯広から札幌に出て来た同

期や後輩から多数おり、分厚いものがあります

が、中でも「加森観光」や「六花亭」の創設社

長との親交を思いだします。 

 

 

 

 

 

② 札幌一中時代では、私にはとくに具体的な人の 

名が浮かんでこないのですが、札幌一中・南高の 

「六華同窓会」の役員を長年務めていることから

交友はかなりあったのではないでしょうか。 

③ 北海道帝国大学学生時代では、農業経済学科の

同級生、東 隆氏（後の右派社会党衆議院議員)と

の長年にわたる付き合いが特に印象的です（写真

1）。  

④ 北海道帝国大学助手・助教授時代では、農業経

済学科の同僚であり、天下の秀才と謳われた荒又 

操氏がまず思い浮かびます（ご子息は私の経済学

部の先輩荒又重雄氏（公立釧路大学学長））。しか

し、氏は病魔に襲われ早逝してしまわれました。 

⑤ 世に出てからですが、これこそ収集がつきませ

んので二つに留めます。 

 一つは「狐狗狸会」（コックリ会）の結成です。

父には河野広道氏、更科源蔵氏など多くの郷土史

研究仲間がおりましたが、その有志が髙倉新一郎

宅に定期的に集い「飲み会」をはじめたのが、「コ 

ックリ会」です。私はその時ご馳走の運び係でし

たが、やがて外で開くようになり、北海道の「文

化人サロン」的な存在となりました（写真 2）。 

もう一つは「桑園大学村」の「村会」です。私

の住む現在地は、当時北海道帝国大学の教授が集 

中して居を構えていて「大学村」と称せられ、そ

の一郭になぜか髙倉安次郎が入り込んだのです。

その当時から宮部金吾、高岡熊雄、半澤 洵などの

大先生がたが定期的に「村会」を開いており、長

い歴史を経て来たものです。父も学者になり、最

新参、最年少の会員に加えていただきました。 写真 1 学生時代からの親友東 隆氏（右）と 

ともに。北大農学部学生の 1925 

（大正 14）年頃 

写真 2 錚々たるメンバーの「コックリ会」の賑わい。

新一郎は前列中央、左は妻とき 

（1982（昭和 57）年） 
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ですから「交友関係」の中に入れるのはおこがま

しいかもしれません。               

                         

総合すると 

 以上まるで兔糞のように脈略なくいろいろな角

度から捉えてきましたが、それらをくくって言え

そうなことを、あえて申し上げてみましょう。  

 一言でいえば、相当強健、強運の持主でそれに

努力家とおおらかな性格が結び付いて人生を切り

開いてきたということでしょうか。 

 髙倉新一郎は研究者にありがちな蛸壺的専門家

ではなく、広く周囲を見渡し行動して行くやり方 

が、社会に受け入れられたのだと思います。 

 それが、公職を見ても、大学界では北海学園大

学をはじめ複数以上の大学の学長に押され、北海

道大学でも三つ部局の部長を務めました。さらに

北海道の組織でも北海道開拓記念館長、北海道地

方労働委員長等、多くの「管理職」をなんとか無

難に務めることができた要因でしょう。 

「父の考え方」を強く感じた言葉がありますので、

最後にお話しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の結婚適齢期に、両親と結婚相手のことが話

題となり、母は「恵まれない環境のもとで曲折あ

る人生を送って来た娘は家庭に入ってもギクシャ

クしがちでうまくいかない」と言ったところ、父

は「そうゆう娘を幸せにしてやるのも人生だ！」

といったことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

--------------------------------------------------------------------------------- 

「コックリ会」や「村会」が開かれていた髙倉旧宅。

現存、間もなく築 100 年（似鳥春瑠奈 絵、北海道

アルバイト情報社、まち歩き Book より） 

2018 年 10 月 29 日 撮影 星野フサ  

北海道大学の銀杏並木は、今年も見事に紅葉しました。 

10 月最後の土日にはライトアップされ、大勢の観光客、 

市民の皆さまで賑わいました。 
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3 階ではちょうどサイエンスショー（1日 3回実

施）をやっていました。色のついた溶液 A に溶液

Bを混ぜると色が消えて透明になり、さらに溶液 C

を加えるとあら不思議、今度は別の色に、といっ

た楽しいデモ。手品のようなものです。見ていた

子どもたちにその理屈はわかるはずもなく、不思

議だな、なんだか面白いなと思ってもらうことが

ショーの狙いなのでしょう。不思議だな→どうし

てそうなるの→勉強してみよう、研究してみよう 

となればいいですね。先日ノーベル医学生理学賞

受賞が決まった本庶佑博士は「教科書を信じるな」

と言っていましたが、まず、体験を通して「どう

してそうなのか、どうしてそうなるのか、本当に

そうなのか」という知的好奇心を持つことが科学

する心につながります。このような「科学する心」

は大人にもあるはずですが、まず子どもたち、青

年たちの前途洋々の未来に期待してきっかけをつ

くることが青少年科学館の役割のようです。大人

が行ってもそれなりに楽しめますけど。 

 山崎直子宇宙飛行士コーナーもありました。山

崎直子さんは 2010 年にスペースシャトル（懐かし

い）で ISS（国際宇宙ステーション）に行った宇

宙飛行士で、幼少期に札幌に住んでいた縁で青少

年科学館の名誉館長になっているのだそうです。

宇宙ステーションに持ち込んだ物や被服など、見

るだけの展示物ばかりなので、こちらは筆者にも

抵抗感なしでした。 

駆け足見学の帰り際、入口近くにフーコーの振

り子が設置されているのに気づきました。地球の

自転を目で確認できる装置です。だいぶ前、初め

て東京・上野の国立科学博物館でお目にかかった、

筆者にはおなじみのただの大きな振り子です。１

時間見ていても 10 度の角度しか方向が変わらな

いので地球の自転を実感するためには相当の時間

がかかります。北大総合博物館でもそうですが、 

 

 

 

 

 

 

 

展示物をちゃんと見るためにはそれなりの時間を

かけなければなりません。そして何度も訪れる 

ことで新たな気づきも出てくるものです。 

植物ボランティアの筆者には生物系や化学系の

展示や装置がほとんどないのがいくらか残念に思

えました。しかしそちらは野幌森林公園内にある

北海道博物館（道立）や北大総合博物館の方にお

任せする、ということなのでしょうね。 

今、青少年科学館では今年の春にリニューアル

したプラネタリウムが売りになっています。この 

装置、星の数は 1 億個といいますから大したもの

です。筆者は別の用事のため残念ながらこの日に

観ることはできませんでしたが、押しかけよう会

の一部の方々は午後から楽しんだようです。プラ

ネタリウムは専門家が装置の管理やプログラムづ

くり、解説にあたっているので楽しく正しい知識

が得られるのだと思われます。科学館の展示でも

いろいろな分野に専門家が配置されていればさら

に充実するのに、と感じた押しかけよう会でした。 

青少年科学館では通常は展示解説を行っていま

せん。しかし今回は北大総合博物館の湯浅万紀子

教授の計らいで手島さんに懇切丁寧な解説をして

いただくことができました。ありがたいことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

押しかけた北大総合博物館ボランティアの会の

面 （々前列左端は案内をしてくださった手島さん、

後列右端は筆者） 


